
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 3 期  

中 間 報 告 書   

 

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク の 常 識 を 破 っ た
待 望 の 重 車 両 用 ブ ロ ッ ク



 

 

 
 

 代 表 取 締 役 社 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成 29 年 11 月 

平素は格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げ 

ます。 
 
このほど本年４月１日から９月 30 日までの当社 

グループ第 63 期第２四半期の営業概況がまとまり 

ましたので、ここにご報告申し上げます。 
 
株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の

ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 株 主 の 皆 様 へ 
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科目 金額 科目 金額 

（ 資 産 の 部 ）   （ 負 債 の 部 ） 

 【 流 動 資 産 】 

   現 金 及 び 預 金 

   受 取 手 形 及 び 売 掛 金 

   電 子 記 録 債 権 

   商 品 及 び 製 品 

   仕 掛 品 

   未 成 工 事 支 出 金 

   原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

   繰 延 税 金 資 産 

   そ の 他 

   貸 倒 引 当 金 

 【 固 定 資 産 】 

有 形 固 定 資 産 

    建物及び構築物（純額） 

    土 地 

    そ の 他 （ 純 額 ） 

無 形 固 定 資 産 

投 資 そ の 他 の 資 産 

    投 資 有 価 証 券 

    そ の 他 

    貸 倒 引 当 金 

6,225,356

1,139,172

3,051,027

353,417

1,188,556

120,090

9,909

213,326

89,836

62,569

△ 2,550

7,375,692

6,517,446

1,112,994

4,545,923

858,528

212,905

645,339

569,412

83,098

△ 7,171

 【 流 動 負 債 】 5,985,930

   支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,451,093

   電 子 記 録 債 務 653,997

   短 期 借 入 金 3,269,926

   未 払 法 人 税 等 27,857

   未 払 消 費 税 等 29,078

   未 払 費 用 147,254

   賞 与 引 当 金 97,448

   そ の 他 309,274

 【 固 定 負 債 】 1,434,188

   長 期 借 入 金 1,160,419

繰 延 税 金 負 債 35,701

   退 職 給 付 に 係 る 負 債 26,767

   そ の 他 211,301

負 債 合 計 7,420,118

（ 純 資 産 の 部 ） 

 【 株 主 資 本 】 5,938,049

   資 本 金 2,019,800

   資 本 剰 余 金 2,016,609

   利 益 剰 余 金 1,992,490

   自 己 株 式 △ 90,851

 【その他の包括利益累計額】 221,815

   その他有価証券評価差額金 198,853

退職給付に係る調整累計額 22,962

【 非 支 配 株 主 持 分 】 21,065

純 資 産 合 計 6,180,930

資 産 合 計 13,601,048 負 債 純 資 産 合 計 13,601,048

 

四半期連結貸借対照表 

当第２四半期連結会計期間末 

《平成 29 年９月 30 日現在》  

単位 千円(単位未満切捨) 
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科目 金額 

売 上 高   5,221,178

 売 上 原 価  4,416,418

売 上 総 利 益  804,759

 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  940,043

営 業 損 失（△）  △ 135,284

 営 業 外 収 益  

  受 取 配 当 金 6,474 

  受 取 賃 貸 料 11,984 

  工 業 所 有 権 実 施 許 諾 料 1,914 

  雑 収 入 14,343 34,716

 営 業 外 費 用  

  支 払 利 息 10,984 

  賃 貸 費 用 2,631 

  雑 損 失 2,484 16,099

経 常 損 失（△）  △ 116,667

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 損 失（△）  △ 116,667

 法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 15,505 

 法 人 税 等 調 整 額 △ 39,034 △ 23,529

四 半 期 純 損 失（△）  △ 93,138

非支配株主に帰属する四半期純利益  2,731

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）  △ 95,869

 
 
 
 
 
 
 

科目 金額 

四 半 期 純 損 失（△) △ 93,138

そ の 他 の 包 括 利 益 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 37,430

退 職 給 付 に 係 る 調 整 額 2,769

そ の 他 の 包 括 利 益 合 計 40,199

四 半 期 包 括 利 益 △ 52,938

（ 内 訳 ） 

親 会 社 株 主 に 係 る 四 半 期 包 括 利 益 △ 55,670

非 支 配 株 主 に 係 る 四 半 期 包 括 利 益 2,731

 

四半期連結損益計算書 

当第２四半期連結累計期間 
《平成 29 年４月１日から平成 29 年９月 30 日まで》  

単位 千円(単位未満切捨) 

四半期連結包括利益計算書 

当第２四半期連結累計期間 
《平成 29 年４月１日から平成 29 年９月 30 日まで》  

単位 千円(単位未満切捨) 
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回  次 
第 62 期 

第２四半期 
連結累計期間 

第 63 期 
第２四半期 

連結累計期間 
第 62 期 

会計期間 

自 平成 28 年 
４月 １日 

至 平成 28 年 
９月 30 日 

自 平成 29 年 
４月 １日 

至 平成 29 年 
９月 30 日 

自 平成 28 年 
４月 １日 

至 平成 29 年 
３月 31 日 

売上高 5,593,025 5,221,178 13,641,271

 うち 土 木 資 材 事 業 売 上 3,327,731 3,365,573 8,115,666

 うち 景 観 資 材 事 業 売 上 1,651,857 1,254,784 4,230,512

 うち エクステリア事業売上 613,437 600,820 1,295,092

経常利益又は経常損失（△） △ 58,113 △ 116,667 312,976

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）又は 

親会社株主に帰属する当期純利益 
△ 48,447 △ 95,869 101,512

純資産額 6,095,935 6,180,930 6,293,391

総資産額 14,057,637 13,601,048 15,483,382

１株当たり純資産額 （円） 2,098.99 2,126.79 2,165.95

１株当たり四半期純損失金額（△） 

又は 1株当たり当期純利益金額 
（円） △ 16.73 △ 33.10 35.05

自己資本比率 （％） 43.2 45.3 40.5

営業活動によるキャッシュ・フロー 269,943 582,981 180,891

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 64,477 △ 177,365 12,153

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 291,964 △ 395,323 △ 192,690

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 1,042,026 1,139,172 1,128,880

従業員数 （名） 335 329 334

（注）当社は、平成 29 年 10 月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結

会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額、１株当たり四半期純損失金

額および１株当たり当期純利益金額を算定しております。 
 

単位 千円(単位未満切捨) 連結経営指標等 

ハイライト情報 
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事業紹介 

  当社グループはコンクリート二次製品の製造・販売を通じて「美しく豊かな環境作りに

貢献する」ことを経営理念としており、「環境との共生」、「景観との調和」をキーワードに、

土木資材事業、景観資材事業、エクステリア事業の３事業を展開しております。 

公園、ニュータウン、各種公共施設な

どに、舗装材を中心とする水平展開か

ら、ファニチュアの垂直展開まで幅広

く製品をコーディネートし、提供して

おります。 

人と自然にやさしい空間づくりの提

案、共感の得られる環境製品の提供

と、次世代まで引き継がれる豊かな公

共空間の創造に努めております。  

道路、河川、下水、宅地造成などにお

ける各種土木製品の開発、生態系を含

めた環境製品開発、景観、緑化と融合

した製品開発はもとより、防災・耐震

性を考慮した製品開発へと展開して

おります。  

製品名：透水性舗装材【SAZARE 細石 エコロアクア】、グラススペーサー･HP
（築地本願寺修景整備（東京都中央区）） 

製品名：張出歩道【ＳＳステージ】（国道 29 号松山地区歩道整備工事（兵庫県姫路市）） 

土木資材事業 【環境との共生】

【第２四半期連結累計期間の状況】 

東北地区の復興物件が一巡するなど総じて厳しい環境が持続するも、公共工事における省力化 

や生産性の向上を目的とした現場のプレキャスト化を背景に、西日本、特に四国地区の大口の 

公共工事において、ダム建設用の側壁ブロックや周辺工事に供される擁壁、側溝などのプレ 

キャスト製品が売上を伸ばしたことから、当セグメントの売上高は 33 億 65 百万円（前年同期 

比 1.1％増）となりました。 

【第２四半期連結累計期間の状況】 

営業推進部を中心に、遮熱性舗装材などの当社製品の仕様化や設計折込みを推し進めたもの

の、昨年度に執行された公共工事の前倒し発注の反動による発注遅延の影響などにより、 

主力のバリアフリータイプや透水・保水タイプなどの舗装材が苦戦を強いられたほか、その

他の関連製品も振るわず、当セグメントの売上高は 12 億 54 百万円（前年同期比 24.0％減）

となりました。 

景観資材事業 【人にやさしい環境】  
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セグメント別売上高の構成（第２四半期連結累計期間） 

街並みに調和する外構づくり。 

個性を演出するエクステリア。 

個人住宅から店舗用製品まで幅広い

ジャンルで製品を提供し、ガーデニン

グ関連、ペット関連等新たなテーマを

掲げ、快適な空間づくりを追求してお

ります。  

製品名：アソビベースシリーズ【スツールボックス ラフウッド】

セグメント別売上高の推移（第２四半期連結累計期間） 

【第２四半期連結累計期間の状況】 

ガーデン関連製品については、品揃えを図りハウスメーカーへの拡販を推進した結果、主力 
製品の立水栓が堅調に推移したものの、積み材や敷材などの製品が伸び悩んだことにより、 
当セグメントの売上高は６億円（前年同期比 2.1％減）となりました。 

【土木資材事業】      【景観資材事業】    【エクステリア事業】

エクステリア事業 【快適空間】  
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発 行 可 能 株 式 総 数  36,000,000 株 
発 行 済 株 式 総 数  15,321,000 株 
  （自己株式 839,416 株を含む） 
株 主 数  1,255 名 

株 主 名 持株数（千株） 

積水樹脂株式会社 3,450 

ニッコー共栄会 1,659 

ニッコー持株会 703 

宇部興産株式会社 556 

株式会社伊予銀行 391 

アサノ産業株式会社 361 

中山 盛雄 336 

株式会社香川銀行 262 

株式会社商工組合中央金庫 216 

住友生命保険相互会社 205 

株式の状況 

《平成 29 年９月 30 日現在》 

 ◆ 所有者別分布状況 

 ◆ 大 株 主 

（注）平成 29 年６月 27 日開催の第 62 期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決

されております。これにより、株式併合の効力発生日（平成 29 年 10 月１日）をもって、

発行可能株式総数は 28,800,000 株減少し 7,200,000 株、発行済株式総数は 12,256,800 株

減少し 3,064,200 株となっております。また、同日をもって、単元株式数が 1,000 株から

100 株に変更となっております。 
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社 名 ･･･････････ 日本興業株式会社 
本 店 ･･･････････ 香川県さぬき市志度 4614 番地 13 
  電話 087-894-8130（代表） 
ホ ー ム ペ ー ジ ･･･････････ http://www.nihon－kogyo.co.jp 
設 立 ･･･････････ 昭和 31 年(1956 年)８月 10 日 
資 本 金 ･･･････････ 2,019,800,000 円 
従 業 員 数 ･･･････････ 251 名 

 
 
 
 
 

 《取締役・監査役》  
※ 代 表取締役 社長 多 田 綾 夫 

 取 締 役 会 長 武 田  均 

※ 常 務 取 締 役 藤 田  諭 

 取 締 役 仙  頭  靖  夫 

※ 取 締 役 山 口 芳 美 

※ 取 締 役 田 中 澄 夫 

※ 取 締 役 川 人 秀 昭 

 常 勤 監 査 役 松 山 哲 也 

 監 査 役 妹 尾  隆 

 監 査 役 新 名  均 

 

《執行役員》    
執 行 役 員 秋 山 修 二 執 行 役 員 佐 藤 栄 作 
執 行 役 員 乗 松 伴 成 執 行 役 員 三 輪 武 志 
執 行 役 員 小 島 謹 治 執 行 役 員 太 田 孝 明 
執 行 役 員 久 保  淳 執 行 役 員 山 田 雅 宏 
執 行 役 員 金 子 弘 朗 執 行 役 員 田 村 尚 之 

会社概要 

役    員 

《平成 29 年９月 30 日現在》 

※印の取締役は、執行役員を兼務しております。 

《平成 29 年９月 30 日現在》 
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事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月 31 日まで 

 
基 準 日 

 

 

定時株主総会･････   ３月 31 日 
剰余金の配当･････期末 ３月 31 日 
         中間 ９月 30 日 
 

株 主 名 簿 管 理 人 

特 別 口 座 管 理 機 関 

 

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

連 絡 先 

 

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部 
電話 0120-094-777（通話料無料） 
 

公 告 方 法 電子公告 
当社ホームページにて掲載 
http://www.nihon-kogyo.co.jp/koukoku.html 
 

単 元 株 式 数 100 株 

（ご注意） 

１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続につきましては、原則、口座を開設されている

口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等

にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんので

ご注意ください。 
 
２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座

管理機関となっておりますので、上記特別口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せく

ださい。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。 
 
３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。 
 

 

株式併合と単元株式数変更に関するお知らせ 

平成 29 年 10 月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施するとともに、 

単元株式数を 1,000 株から 100 株に変更しております。 

 

株主メモ 
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